
令和 3 年 7 月 

関係法令 

・豊橋市水道事業給水条例  

第 5 条 給水装置の新設、改造、修繕（法第 16 条の 2第 3項の厚生労働省で定める給水

装置の軽微な変更を除く。第 37条第 1号において同じ。）又は撤去しようとする者は、管

理者の定めるところによりあらかじめ管理者に申し込み、その承認を受けなければなら

ない。 

第 34 条 管理者は、水の供給を受ける者の給水装置の構造及び材質が、水道法施行令(昭

和 32 年政令第 336 号)第 6 条に規定する給水装置の構造及び材質の基準に適合していな

いときは、その者の給水契約の申込みを拒み、又はその者が給水装置をその基準に適合さ

せるまでの間、その者に対する給水を停止することができる。  

2 管理者は、水の供給を受ける者の給水装置が、管理者又は指定給水装置工事事業者の

施行した給水装置工事に係るものでないときは、その者の給水契約の申込みを拒み、又は

その者に対する給水を停止することができる。ただし、法第 16条の 2第 3項の厚生労働

省令で定める給水装置の軽微な変更であるとき、又は当該給水装置の構造及び材質が前

項の基準に適合していることを確認したときは、この限りでない  

第 37 条 市長は、次の号の一に該当する者に対し 50,000 円以下の過料を科することが

できる。 

（1）第 5条の承認を受けないで、給水装置の新設、改造、修繕又は撤去をした者 

・水道法 （給水装置の構造及び材質）  

  第 16 条 水道事業者は、当該水道によって水の供給を受ける者の給水装置の構造及び

材質が、政令で定める基準に適合していないときは、供給規定の定めるところにより、

その者の給水契約の申込を拒み、又はその者が給水装置をその基準に適合させるまでの

間その者に対する給水を停止することができる。  

第 16 条の 2 3 前項の場合において、水道事業者は当該水道によって水の供給を受ける

者の給水装置が当該水道事業者又は指定給水装置工事事業者の施行した給水工事に係る

ものでないときは、供給規定の定めるところにより、その者の給水契約の申込みを拒み、、

又はその者に対する給水を停止することができる。ただし、厚生労働省令で定める給水装

置の軽微な変更であるとき、又は当該給水装置の構造及び材料が前条の規定に基づく政

令で定める基準に適合していることが確認されたときは、この限りではない。 
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・水道法施行令 （給水装置造及び材質の基準） 

   第六条 法第十六条の規定による給水装置の構造及び材質は、次のとおりとする。  

   六 当該給水装置以外の水管その他の設備に直接連結されていないこと。

・豊橋市水道事業給水条例  

第 35 条 管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、水道の使用者に対し、

その理由の継続する間給水を停止することができる。

(4) 給水装置を汚染のおそれのある器物又は施設と連絡して使用する場合において

警告を発してもなおこれを改めないとき。 

   第 38 条 市長は、詐欺その他不正の行為によって第 24 条の料金又は第 31条の手数 

料の徴収を免れた者に対し、徴収を免れた金額の 5倍に相当する金額（当該 5倍に相

当する金額が 50,000 円を超えないときは、50,000 円とする。）以下の過料を科すこと

ができる。 

・刑法（窃盗）  

第 235 条 他人の財物を窃取した者は、窃盗の罪とし、10 年以下の懲役又は 50 万円

以下の罰金に処する。


